
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 香蘭女子短期大学 
設置者名 学校法人 山内学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜 間 ･

通信制

の場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令で

定める

基準単

位数 

配 置

困難 
全学共

通科目 

学部等 

共通科

目 

専門科

目 
合計 

 

ファション総合学科 
夜・ 

通信 

 

 

38 38 7  

食物栄養学科 
夜・ 

通信 
16 16 7  

 

保育学科 
夜・ 

通信 
 

27 27 7  

ライフプランニング総合学科 
夜・ 

通信 
27 27 7  

（備考） 

 
 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/jitsumu-professor01.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/jitsumu-professor01.pdf


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 香蘭女子短期大学 
設置者名 学校法人 山内学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/yakuinmeibo.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 医師・病院名誉院長 
令和 7 年 6 月 7 日か

ら令和 11 年以内に終

了する会計年度のう

ち最終のものに関す

る定時評議員会終結

のときまで 

ガバナンス強化 

非常勤 会社経営 財務改善の助言 

非常勤 弁護士 
コンプライアンス

体制の整備 

（備考） 

 

  

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/yakuinmeibo.pdf


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 香蘭女子短期大学 

設置者名 学校法人 山内学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

（シラバスの作成過程） 

到達目標、成績評価の方法等全ての項目の方針を記したシラバス執筆要領

を全専任教員・非常勤講師に配布。 

 

（シラバスの作成・公表時期） 

12月～1月に学生支援課より授業担当者に新年度シラバス原稿の依頼。 

3 月下旬に製本完成、4 月学生配付、4 月下旬～5 月上旬本学 WEB サイトに

て公表。以降、完成シラバスを教務委員長中心に各学科でチェック。修正

箇所があれば修正。 

授業計画書の公表方法 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/FA-2025.pdf 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/FO-2025.pdf 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/CC-2025.pdf 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/LP-2025pdf 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

授業科目の単位の認定および評価、単位認定試験の受験資格は学生便覧に

記載。 

各学生の学習成果に基づき、秀（90点以上）、優（80～89点）、良（70～79

点）、可（60～69点）、不可（59点以下）の評価を用いて厳格かつ適正に単

位を授与している。 

また、シラバスにおいても評価方法と評価基準の欄を設け、評価のウェイ

トを予め明示している。 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/FA-2025.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/FO-2025.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/CC-2025.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/LP-2025pdf


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

客観的な指標として GPAを利用している。 

算出方法は以下の通りであり、学生便覧にも載せ、ホームページにも公表

している。 

 

秀（90点以上）を GP４、優（80～89点）を GP３、良（70～79点）を GP2、

可（60～69点）を GP1、不可（59点以下）・出席時間不足を GP0とし、GPA

を算出している。 

 

GPA＝（履修登録科目の GP×単位数）の合計/履修登録総単位数 

 

また、客観的な指標に基づく成績状況として、GPAの分布と下位１/４を示

した資料もホームページにて公開している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/credit-02.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

全ての学科において学位授与の方針（ディプロマポリシー）を策定してい

る。また、卒業の認定にあたっては全ての学科において修得単位数が設定

され、卒業認定会議を経て卒業を認定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure.pdf 

 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/credit-02.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure.pdf


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 香蘭女子短期大学 

設置者名 学校法人 山内学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/r6.pdf 
収支計算書又は損益計算書 https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/r6.pdf 
財産目録 https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/r6.pdf 
事業報告書 https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/r06_b.pdf 
監事による監査報告（書） https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/r6.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法： 
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/r5_jikotenkenhyoukahoukokusho.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法： 

https://www.jaca.or.jp/jaca_cms/wp-content/themes/jaca/assets/files/2-

1_jigyo/6_kekka/r1/22_R1_koranjoshi.pdf 

 

 

  

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/r6.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/r6.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/r6.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/r06_b.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/r6.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/r5_jikotenkenhyoukahoukokusho.pdf
https://www.jaca.or.jp/jaca_cms/wp-content/themes/jaca/assets/files/2-1_jigyo/6_kekka/r1/22_R1_koranjoshi.pdf
https://www.jaca.or.jp/jaca_cms/wp-content/themes/jaca/assets/files/2-1_jigyo/6_kekka/r1/22_R1_koranjoshi.pdf


  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名  

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure.pdf） 

（概要） 

全学的な使命（ミッション）を掲げ、そのミッションに沿った教育目標を各学科で設定し

ている。 

■全学＝「建学の精神のもと、社会の中堅として、指導的役割を果たす有為な女性の育成」 

■ファッション総合学科＝「ファッション業界で活躍できる技術力を養う。」「総合的な

ファッション知識を深める。」「ファッション教育を通して人間力を育成する。」 

■食物栄養学科＝「栄養士が果たすべき専門職務や立場を十分に理解させる。」「栄養士

に必要とされる知識、技能、態度および考え方の総合的能力を養う。」「栄養の指導や給

食の運営を行うために必要な実践的能力を養う。」「食と健康の専門科目の学習を通して、

自活力や生活力を兼ね備えた社会に貢献できる教養ある人を育成する。」 

■保育学科＝3つの心を育む。「自己の成長を願う心。」「他者の成長を喜ぶ心。」「社会

の役に立つことを願う心。」4つの感性を涵養する。「学びの感性＝学びに対する意欲を持

つ。」「交流の感性＝積極的に人と交流できる力を持つ。」「情報の感性＝必要な情報を

収集できる力を持つ。」「仕事の感性＝仕事への情熱と誇りを持つ。」 

■ライフプランニング総合学科＝「自己をよりよく知ると同時に、他者との関係において

自らの適性を見出し、豊かな未来の設計図（ライフプランニング）を描ける人材を育成す

る。」「地域の歴史や産業との関わりを理解し、地域で活躍するための知識や技術を磨き、

様々な状況に応じてコミュニケーション力を発揮できる人材を育成する。」「多様な分野

の学習から得られる幅広い教養をもとに、確固とした人生観を形成し、自らのキャリアに

ついて認識を深め、社会において有益な情報を発信できる人材を育成する。」 

 

 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure.pdf） 

（概要） 

全学の方針は、「建学の精神から導かれた“創意・自立・敬愛”の学訓を基に、専門知識

と技能及び社会人としての基礎能力を身につけ、所定の単位を修得し、各学科が定めたデ

ィプロマ・ポリシーを満たした人に卒業を認定し、短期大学士の学位を授与する」である。

全ての学科において学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を策定している。また、卒

業の認定にあたっては全ての学科において修得単位数が設定され、卒業認定会議を経て卒

業を認定している。 

 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure.pdf） 

（概要） 

全学の方針は、「“創意・自立・敬愛”の学訓の精神を涵養し、専門知識および技能を身

につける。学訓の精神は教養科目と専門科目に渡って涵養する。履修した授業科目の学習

成果は、筆記試験、レポート、実技、作品、またはこれらの組み合わせにより評価・査定

する。」である。また、全ての学科において教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・

ポリシー）を策定し、実施している。 

 

 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure.pdf


  

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure.pdf） 

（概要） 

全学的な方針を策定し、各学科でも入学者受け入れ方針を策定し、実施している。 

■全学＝本学の学訓が「創意・自立・敬愛」であることを十分に理解したうえで、入学後、

本学の学生としての教養と専門知識および技能を身につける意欲がある人の入学を求め

る。 

■ファッション総合学科＝①入学後の就学に必要な基礎学力を有している人、②自らの感

性と、その技術を高める意欲のある人、③服飾造形やファッションビジネスに関心があり、

ファッションのことをもっと広く・深く学び、その知識や技術を社会や産業界で活かした

いと考えている人、④何事もあきらめずに努力し、自己の可能性に挑戦する意欲のある人、

⑤地域社会とのかかわりに積極的に参加し取り組むことができる人 

■食物栄養学科＝①栄養士の仕事を通して社会に貢献したい人、②「食」に興味があり、

栄養士の仕事との関わり合いが深い食生活の改善や健康・増進と、併せ調理技術向上を目

指したい人、③現実社会で生き抜くための基礎的なマナーが身についており、規則正しい

ライフスタイルが確立されている人、④食生活の偏りに起因する生活習慣病に対して、栄

養士として問題を積極的に解決しようとする志を抱いている人 

■保育学科＝①子どもが育つことに関心を持っている人、②さまざまなことに率先して取

り組むことができる積極的な構えを持っている人、③保育者としての信念と誇りを持てる

人、④自分を大切にし生き生きと行動できる人 

■ライフプランニング総合学科＝①本学の学訓と教育目標を理解し、その実践への意欲を

持つ人、②学科の仕組みを理解し、4学期制での学習に勤しむ人、③選んだメジャーで専門

科目を学び、知識と技能の向上を目指す人、④多くの人と関わり、社会についての見識を

深めたい人 

 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure02.pdf 

 

 

  

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure02.pdf


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ ２人 － ２人 

ファッション総合学科 － １人 ３人 ０人 ２人 ０人 ７人 

食物栄養学科 － ２人 ３人 ０人 ０人 ３人 ８人 

保育学科 － ３人 ４人 ０人 ０人 ３人 １０人 
ライフプランニング総合学科 － ５人 ２人 ２人 ０人 ３人 １２人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

０人 ７４人 ７４人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法： 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure-

professor-fashion.pdf 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure-

professor-foods.pdf 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure-

professor-hoiku.pdf 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure-

professor-life.pdf 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

ファッション総合学科 80人 65人 81.3％ 160人 129人 80.6％ 人 人 

食物栄養学科 60人 26人 43.3％ 120人 57人 47.5％ 人 人 

保育学科 80人 50人 62.5％ 160人 92人 57.5％ 人 人 

ライフプランニング総合学科 130人 109人 83.8％ 260人 243人 93.5％ 人 人 

合計 350人 250人 71.4％ 700人 521人 74.4％ 人 人 

（備考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure-professor-fashion.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure-professor-fashion.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure-professor-foods.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure-professor-foods.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure-professor-hoiku.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure-professor-hoiku.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure-professor-life.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure-professor-life.pdf


  

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

ファッション総合学科 
64人 

（100％） 

9人 

（14.1％） 

47人 

（73.4％） 

8人 

（12.5％） 

食物栄養学科 
30人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

26人 

（86.7％） 

4人 

（13.3％） 

保育学科 
61人 

（100％） 

2人 

（3.3％） 

58人 

（95.1％） 

1人 

（1.6％） 

ライフプランニング総合学科 
129人 

（100％） 

5人 

（3.9％） 

111人 

（86.0％） 

13人 

（10.1％） 

合計 
284人 

（100％） 

16人 

（5.6％） 

242人 

（85.2％） 

26人 

（9.2％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業科目においてはシラバス作成段階で到達目標、成績評価の方法等全ての項目の方針を記

したシラバス執筆要領を全専任教員・非常勤講師に配布し、チェックを行っている。年間の授

業回数を確保するために、代表教授会において年間スケジュールを作成している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

各学科において学習成果を定め、評価している。卒業に関しては、全学・各学科の学位授与の

方針（ディプロマポリシー）に沿って卒業認定会議を経て認定している。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要と

なる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 

ファッション総合学科 66単位 有 半期 30単位 

食物栄養学科 62単位 有 半期 30単位 

保育学科 66単位 有 半期 30単位 

ライフプランニング総合学科 64単位 有 半期 30単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法： 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure06-

05.pdf 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法： 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/learn_time01.pdf 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/learn_time02.pdf 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/learn_time03.pdf 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/learn_time04.pdf 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.koran.ac.jp/campuslife/campusmap/ 

 

  

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure06-05.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/disclosure06-05.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/learn_time01.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/learn_time02.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/learn_time03.pdf
https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/learn_time04.pdf


  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 
ファッション総合学科 630,000円 250,000円 355,000円 設備維持費・実験実習諸費 

食物栄養学科 630,000円 250,000円 365,000円 設備維持費・実験実習諸費 

 
保育学科 630,000円 250,000円 354,000円 設備維持費・実験実習諸費 

ﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ総合学科 630,000円 250,000円 349,000円 設備維持費・実験実習諸費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学独自の奨学生制度（給付型・返還不要） 

①Ｓ特待奨学生：2 年総額（最大）40万円給付 ②Ａ奨学生：15万円給付 

③一般社会人奨学生：2年総額 20万円給付 ④地域総合科学科社会人奨学生：2 年総額 20万

円給付 

⑤ダブルディグリー奨学生：総額 50万円給付 

※詳細は  https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/scholarship.pdf 

を参照。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

就職と進学の 2 つに大別し支援。全般的な就職については「就職推進委員会」を中心に、具

体的な支援行事や企画内容の立案、個別のキャリアカウンセリングは、「キャリアセンタ

ー」が学生支援課キャリア・生活支援担当職員と連携しながら担っている。就職推進委員会

では、学科から選出された委員（教員）と学生支援課キャリア・生活支援担当職員からなる

委員で構成される委員会。学内の全体的な就職指導を企画検討し推進していく。キャリアセ

ンターは、就職推進委員長がキャリアセンター長を兼務し、学生支援課キャリア・生活支援

担当職員と常に連携し、インターンシップや就職ガイダンス、ミニ講座等を企画立案して学

生のニーズに合った支援をしている。進学支援については、学生支援課教務支援担当職員が

窓口となり進学・編入学等の情報提供・指導を行っている。必要に応じ、各クラス担任が編

入学試験対策の相談・指導を行っている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

毎年 4月に健康診断を実施。保健室も設置しており、体調不良者の対応を行っている。ま

た、学内にカウンセリングルームを設置し、学生のメンタルな相談に対応。専門の臨床心理

士が対応に当たっている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.koran.ac.jp/about/disclosure/research.html 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 

https://www.koran.ac.jp/pdf/about/docs/scholarship.pdf
https://www.koran.ac.jp/about/disclosure/research.html


（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

103人（　　　）人

後半期

92人（　　　）人

51人

―

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

香蘭女子短期大学

学校法人　山内学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
99人（　　　）人

52人第Ⅰ区分

学校コード（13桁） F240310110999

（備考）

28人 22人

内
訳

第Ⅲ区分 15人 16人

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

第Ⅱ区分

―第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

人 人

区分外（多子世帯） 人 0人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

0人（　　　）人

103人（　　　）人



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）

人 0人 0人

人 ― ―

0人 0人

人 ― ―

退学 0人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

人 0人 0人

人 ― 0人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

計

人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 ― ―

計 人 14人 11人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

人 ― ―

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が警告の基準に該当）

人 0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 14人 ―

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数




